
グローバル産地づくり推進事業 事例発表

鹿児島堀口製茶(有)

株式会社和香園

株式会社和香園 堀口崇



事業全体の取り組み



製造部門(鹿児島堀口製茶)
・国内最大級の荒茶工場・碾茶工場
・国際認証 FSSC22000 取得

・自社茶園・系列茶園合わせて280ha管理
・IPM栽培により残留農薬基準をクリア
・有機JAS圃場も所有



鹿児島堀口製茶の取組み

スマート農業 IPM栽培

スマートIPM農法

工場内でも腰に負担の少ない
パワースーツ（非電動）を装着して作業

（茶畑戦隊チャレンジャー）



販売部門(和香園)

輸出先
2016年度 2017年度 2018年度
数量 金額 数量 金額 数量 金額 割合

北アメリカ 1,561 885 2,024 1,081 2,564 1,595 48%

EU 1,045 251 4,423 744 7,095 1,189 35%

中東 3 2 94 38 52 25 1%

アジア 2,140 540 364 240 663 134 4%

国内卸 3 2 98 30 2,074 402 12%

合計 4,752 1,680 7,003 2,133 12,447 3,346 100%



㈱和香園からの海外向け販売数量

2016年度 2017年度 2018年度
国内卸 3 98 2074
アジア 2140 364 663
中東 3 38 52
EU 1045 4423 7095
北アメリカ 1561 2024 2564
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㈱和香園

•コロナ禍での対応
•海外見本市への出展



グローバル産地づくり

茶業界の課題 目的 事業の内容



グローバル産地づくり

•茶業界を取り巻く課題

〇国内茶価の低迷と消費者のリーフ茶離れ
〇輸出の際に問題となる化学農薬の残留基準
〇海外市場での具体的な要望・国際認証の必要性

背景



〇海外市場において競争力のある商品の提案
〇コロナ禍での販売戦略の見直し

・事業の目的

グローバル産地づくり
背景



〇和香園からニーズを吸い上げ商品を発案
〇鹿児島堀口製茶で輸出対応の茶原料を生産
〇海外輸出対応の茶原料を使用し商品を提案

•事業の内容

グローバル産地づくり
背景



鹿児島堀口製茶の現状までの取り組み

AGAP取得農家数 54戸（鹿児島堀口製茶含む）

RAINFOREST 認証戸数

2020年度

28戸 新規取得 3戸

2017年度

有機JAS（自社茶園）

約20ha

2020年度

自社茶園の約半分を有機JASへ
約25ha＋35ha（転換中）＝約60ha

・有機茶栽培の団地化



和香園の今年度の取組

海外販路のBtoBからBtoCへ

RAIN FOREST認証の取得

有機商品の販売

アマゾンアメリカでの販売

和香園グローバル(自社販売サイト)

オンライン商談会への参加(サンプル等の配布)



スケジュール
2020年度 2021年度 2022年度

オンライン商談会

ニーズの把握・サンプル送付

茶園団地化による農薬飛散対策・共同管理作業

海外商談会出展レインフォレスト
認証取得

AGIAGAP取得・有機JAS認証取得

新工場（てん茶）検討

輸出に対応し
た茶生産・
スマート農業
推進

販路開拓
新たなニーズ
の掘り起こし
（フィードバック）

個別商談
直接取引

Amazon USAでの販売


